
SMC® 免疫原性アッセイ開発キット 

Merck 社製 SMC 免疫原性アッセイ開発キットは、同社製の
超⾼感度イムノアッセイシステム SMCxPRO® 上でバイオ医
薬品の抗薬物抗体 (ADA) を検出するためのアッセイを開発す
ることのできるキットです。

fg/mL の検出感度を持つ SMCxPRO® と共に、早期の⼀次
ADA 応答の検出に貢献します。

特⻑

• FDAガイドラインを満たす検出感度 (fg/mL)

• 低親和性抗体の検出

• フリー薬物に対する耐性

• IgG・IgM ・IgEを含む全てのADA
  サブタイプの検出

抗薬物抗体 (サンプル中)

ビオチン化した薬物 (ユーザーにより結合)

ストレプトアビジンビーズ (またはプレート)

蛍光⾊素に結合した薬物
(ユーザーにより結合)

Figure 1. 
サンプル中のADA検出のためのbridging assayフォーマット。
免疫複合体薬物は蛍光⾊素とビオチンに結合し、磁気ストレプト
アビジンビーズ上に捕捉される。

Figure 2.
蛍光結合薬物が読み取りウィンドウを横切る度にそれを
カウントする。

原理

SMC技術は、捕捉試薬と検出試薬それぞれで薬
物をラベリングし、アッセイの開発と最適化に
必要な緩衝液試薬を利⽤することによってADA
アッセイの開発を可能にします。この技術は、
簡素で、設計と検証が容易な、試験⽣物種に依
存しない、ホモジニアス・アッセイ・フォー
マットを開発することができます。また、洗浄
ステップが少ないため、低親和性抗体の検出と
アッセイ時間の減少に効果を発揮します。この
アッセイ・フォーマットは、ADAが薬物にラベ
ルされた捕捉試薬と検出試薬の間にADAが挟ま
る形でブリッジするので、しばしば「bridging 
assay」と呼ばれます。蛍光結合薬物は、
SMCxPRO装置の1分⼦カウント技術によって読
み取られ、カウントされます。
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総販売元

※ご注意︓本パンフレットに掲載の製品・サービスは、研究・実験動物⽤です。
   ⼈・動物の臨床⽤途に使⽤することはできません。
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総輸入元

• Capture Label
• Detection Label
• Buffer 1
• Buffer 2
• Buffer 3 (10X)
• Filter Tube Ultrafree Ultracel-20 membrane
• 10X Wash Buffer
• Coated Bead Buffer *
• Uncoated SMC Beads
• Discovery Standard Diluent
• Elution Buffer B
• Buffer D
• 10X Systems/Wash Buffer w/ Proclin

SMC® 免疫原性アッセイ開発キット  (約30アッセイ分、型式︓03-0175-00)

キット構成品 ︓

シンプルなワークフロー

オフラインの
サンプルインキュベーション

• 

複合体の捕捉

• 

• 

溶出

• 

1分⼦カウント

• 

• 

Bridging Assay Format SMC® Technology

出検浄洗捉捕

溶出液

捕捉と検出に使⽤する薬物の、誘導体化終了後のアッセイ開発ワークフローは
以下の通りです︓

サンプル中のADAに対し、2時間
またはオーバーナイトでインキュ
ベート反応。

複合体はブロックされたビーズ
上に捕捉される。

⾮結合抗体を取り除くために
洗浄する。

複合体を解離し、ビーズは磁気
で切り離し、溶出液を読み取り
プレートに移す。

回転レーザー装置がサンプル
をスキャンする。

蛍光結合薬物が励起し、⽣成
された光⼦がAPDによってカウ
ントされる。

蛍光 
結合薬物

抗薬物抗体
(サンプル中)

ビオチン化
薬物

＊ 医薬⽤外毒物を含む


